
【重点目標４】 困難な状況に置かれている者への支援と多様性の尊重 [1,820,478千円※]

【重点目標３】 あらゆる暴力の根絶と生涯を通じた健康支援 [1,052,530千円※]

長野県男女共同参画社会づくりの促進に関する主な施策（令和６年度）

第5次長野県男女共同参画計画 <基本テーマ> 働き方・くらし方を変えて、誰もが自分らしく生きられる社会をつくろう

・女性活躍推進事業 （県民文化部）

・女性活躍推進モデル企業創出事業 [3,215千円] （県民文化部）

・「女性から選ばれる長野県を目指すリーダーの会」運営事業［9,278千円］ （県民文化部）

・審議会等女性委員の積極的登用 （総務部、県民文化部）

・若手後継者等育成事業 [13,380千円] （産業労働部）

・農業リーダー育成事業 [2,213千円] （農政部）

・NAGANO農業女子ステップアップ支援事業 [1,198千円]  （農政部）

【重点目標２】 雇用等における男女共同参画の推進とワーク・ライフ・バランスの実現 [6,208,881千円※]

・多様な働き方普及促進事業（選ばれる職場づくり推進事業）[82,877千円] （産業労働部）

・男性の育児休業取得促進事業 [34,274千円]                           （産業労働部）

・地域就労支援センター事業 [79,001千円]                            （産業労働部）

・女性デジタル人材育成インターンシップ事業 [14,922千円]           （産業労働部）

・ITスキル習得・再就職トータルサポート事業 [63,732千円] （産業労働部）

・ナースバンク事業 [7,168千円] （健康福祉部）

・スタートアップ支援事業 [47,948千円]                                     （産業労働部）

【重点目標１】 政治・経済分野等の方針決定過程への女性の参画拡大 [201,884千円]

テーマⅡ 安全・安心なくらしの実現

R6当初予算額 10,118,241千円 （R5当初予算額 10,450,324千円）

・女性相談支援センター運営事業 [1,783千円] （県民文化部）

・性暴力被害者支援センター運営事業 [21,367千円] （県民文化部）

・性犯罪被害者に対する相談・支援 [2,188千円] （警察本部）

・男女共同参画センター講座・啓発事業（デートDV講座） [663千円] （県民文化部）

・信州母子保健推進センター事業 [5,444千円] （健康福祉部）

※重点目標ごと記載のため、事業費の重複あり

・信州パーソナル・サポート事業 [237,707千円] （健康福祉部）

・ひとり親家庭就業・自立支援事業 [44,589千円] （県民文化部）

・要支援者に対する県営住宅の優先入居 （建設部）

・性的マイノリティ理解促進・支援事業 [901千円] （県民文化部）

テーマⅠ あらゆる分野における女性の参画拡大・性別による偏りの解消

【重点目標６】 男女共同参画の視点で魅力ある地域の創出 [1,306,545千円※]

【重点目標５】 男女双方の意識改革・理解の促進 [169,638千円※]

・男女共同参画センター講座・啓発事業 [5,878千円] （県民文化部）

・学校人権教育研修会 [327千円] （教育委員会）

・若者のライフスタイル希望実現事業 [1,650千円] （県民文化部）

・キャリアデザイン力育成事業 [4,008千円]                                             （教育委員会）

・信州理系学生キャリア探索事業 [4,317千円] （県民文化部）

テーマⅢ 男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備

・地域における男女共同参画推進事業 [54千円] （県民文化部）

・共創人口創出拡大事業 [4,143千円] （企画振興部）

・リゾートテレワーク推進事業 [21,311千円] （産業労働部）

・信州やまほいく（信州型自然保育）普及事業 [47,807千円] （県民文化部）

資料２

■第５次計画で盛り込まれた４つの新たな視点

➢ 時代の変化を先取りして働き方・くらし方を変革する
（例）選ばれる職場づくり推進事業、ITスキル習得・再就職トータルサポート事業

➢ 若者に選ばれる県をめざす
（例）「女性から選ばれる長野県を目指すリーダーの会」運営事業、

信州理系学生キャリア探索事業
➢ SDGsの理念を踏まえ、ジェンダー平等の視点を浸透させる

あらゆる分野に男女共同参画の視点を取り入れるための各種取組
（例：審議会等女性委員の積極的登用、男女共同参画センター講座・啓発事業）

➢ ダイバーシティ（多様性）の視点を取り込む
（例）地域就労支援センター事業、性的マイノリティ理解促進・支援事業


